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要 旨

昨年中国に おい て突然発生 した重症急性呼吸器症候群 (S A R S) に関 して は , 改めて感染症の

脅威を再認識させ られるとともに
,
わが国の これまでの 感染症対策を大きく見直さぎるを得な

い状況ともな っ て い る . 全国の検疫所に お い て は
,
検疫感染症等の 国民の 健康に 重大な影響を

及ぼす感染症の 侵入を防止する ため
,
これまで空港及び海港にお ける水際での 業務に取り組ん

で きた と こ ろで ある . しか し
,
S A R S の感染拡大に つ れ, 特に航空機を用 い た高速大量移動及び

船舶に よる海上交通の頻繁な現状で は
,
従来の 検疫体制で は侵入防止 には不十分で ある ことが

強く認識されて い る . 新潟検疫所の所管区域は新潟県, 富山県
,
石川県であり, 特に中国, 韓国,

ロ シ ア等の 東ア ジ ア地域との交流が盛んで あ ると い う特徴が ある. 従 っ て当所で は世界保健機

関 (W H O )
,
厚生労働省等の対応に基づく とともに ,

さ らに こ れらの特徴も踏ま えなが ら, 来航

する航空機や船舶に対 し
,
適切な検疫を行うよう努め て い る . すなわち , (1) 出入国者ヘ の状

況の周知
,
検疫 における人員の充実

,
必要な資材の 整備等を通 じた検疫体制の 強化, (2) 講演

会の 開催等を通じた国民 ヘ の S A R S に 関する知識の 普及, (3) 新潟県, 新潟市,
空港 ･ 港湾官

署
,
航空会社, 船舶代理店等との連絡体制の 構築等に よる連携の 強化,

の 3 点を主な強化項目 と

して
, 対応体制を設けて い る . S A R S の 知見は現在急速に集積されつ つ あり, 最新 の情報をも と

に
,
適宜対応を進めることと して い る .
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ド : 重症急性呼吸器症候群 (S A R S) , 検疫 ( Q u a r an ti n e)

は じ め に の 海 外か らの 侵入防止 を図 っ て きた . 検疫法 に規

定されて い る検疫所が対応する べ き感染症と して

わが 国の 検疫 所 は検疫 法 ( 昭和 2 6 年法律 第 は
. 検疫感染症 (法第 2 条) と して

,
｢感染症 の

20 1 号) に基づ き, 検疫感染症等の 重篤な感染症 予防と患者の 医療に関する法律+ (平成 10 年法律
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第 1 1 4 号) に規定 する 1 類感染症 ( エ ボ ラ 出血

熱
,
ラ ッ サ熟, ペ ス ト, マ

ー ル ブル グ病)
,

コ レ ラ

及び黄熱が定め られて おり, また検疫感染症 に準

ずる感染症 ( 法第 2 7 条) と し て , 腎症候性出血

熱
,
デン グ熱, 日本脳炎, ハ ン タ ウイ ル ス 肺症候

群及びウ エ ス トナイ ル熱が定め られて い る . こ の

うちウ エ ス トナイ ル熟 に関して は
,
近年の 北米大

陸 における感染拡大の 状況も踏まえ, 平成 1 5 年 4

月 1 日付けで指定されたもの である . 検疫所の 感

染症対策に果たす役割は空港及び海港と いう国際

交流の 窓口 にお い て 上述感染症の 国内侵入 を防止

する役割を果 たす, い わゆ る水際検疫と称される

もの で ある . 近年, 高速か つ 大量輸送が常態と な

っ た こ とや , 検疫所が対応する感染症が地域的に

も頻度的にも比較的日常から離れたもの である と

い う感覚もある こと か ら, そ の 役割 に焦点が当た

る こ ともあまりな い 状況 とな っ て い た . し か しな

がら
,
北米大陸 の ウ エ ス トナイ ル熟 の流行

,
そ し

て今般 の東ア ジ アを中心と した重症急性呼吸器症

候群 (以下 ｢S A R S+ と い う .) の 発生 は, 水際の

対応の 重要性を再認識 させ る もの と な っ て い る .

本稿 に お い て は
, 検疫所 の 基本 的 な業 務と 特 に

S A R S に か か る対策に つ い て報告する.

全国の検疫所の配置

現在, 検疫所 は全国に本所 13 か所 ,
支所 1 4 か

所, 出張所約 8 0 か所設置されて おり, 全国の主要

な空港 ･ 海港を中心に配置 されて い る ( 図 1) . 港

港検疫が中心であ っ た頃は, 本所も含め設置数 は

さ ら に多か っ た が
,
昭和 4 6 年 に無線検 疫制 度

(図 2) が導入 された後
,
海港 に接して大規模な検

疫所を設置する必要性が低くなり, 徐々 に 整理さ

れてきて い る . 各検疫所で は該当する所管区域に

お い て 以下に述べ る業務を実施 して い る .

検疫所の業務

検疫所の 業務は大きく 4 種類に分けられる . す

なわも (1) 検疫業務, (2) 港湾衛生業務 , (3)

輸入食品監視業務 , (4) 検査業務 で ある . こ の う

ち (2)
-

(4) に つ い て は , 今回の テ ー マ か らはず

れる ため詳細は省略するが, 概要と して , (2) 港

湾衛生業務は, 海外で流行 して い る検疫感染症等

の 国内へ の 侵入 とま ん延を防止するため に
,
航空

機 や船舶にお い て 感染症を媒介するねずみ族や蚊

族等の 調査を実施するとと もに, 空港
･ 港湾の衛

生状態を把握するもの である . こ の情報をもと に

適宜駆除等を進 め, 良好な衛生状態を保つ こ とを

目的とする . (3) 輸入食品監視業務は, 海外 か ら

国内に輸入 される食品, 添加物, 器具, 容器包装

等 につ い て , そ の 安全性が保 たれて い るか どうか

適宜検査を実施す る業務 である . また ( 4) 検査

業務 は検疫業務 にか か る検便等の 検体
,
港湾衛生

業務 にか か るねずみ族や蚊族の 同定, 病原体 の検

査及び内部外部寄生虫の検査, 並びに輸入食品関

係 の 食品添加物 , 残留農薬, カ ビ毒等の検査を行

う業務である .

検疫業務 は
, 検疫感染症等の , 国民の健康 に重

大な影響を及 ぼす感染症の 侵 入を防止する ため
,

海外か ら入 国する日本人及び外国人か ら質問票等

を通 じた健康状態の 把握
,
健康相談等を通 じ

,
重

大な影響を及ぼす感染症の 早期発見, 適切な医療

の 提供
,
まん延防止策 に結び つ ける もの で ある .

船舶及び航空機 の検疫の 手順 の概要を図 2 及び図

3 に示す.

S A R S に対する厚生労働省及び

新潟検疫所の対応 に つ い て

厚生労働省に お い て は
,
S A R S に対 して

,
表 l

の とおり対応を進めて い る . 検疫所にお ける対応

強化もその 一 環と して 挙げられて おり
,
その ため,

新潟検疫所と して も対策の 強化を図 っ て い ると こ

ろである . また これまでの 検疫所 に大きく関わる

事項
, 指示 につ い て は表 2 の と おり挙げられる.

新潟検疫所にお ける対応 の現状 であるが , 新潟

検疫所は日本海側唯 一

の本所と して
,
新潟県

,
富

山県及び石川県を所管 して い る . 関係する検疫空

港及び検疫港は表3 の とおり である . 特に各県と

も日本海に面 して い る と い う こ ともあり, 以前よ

り
,
中国

,

ロ シ ア
,
韓国等との 交流が盛ん で あ る.
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本所 (全国 13 か所, 大数字)

小樽, 仙台, 東京, 成田空港, 横浜, 新潟, 名古屋,
大阪, 関西空港, 神戸, 広島, 福岡, 那覇

支所 (全国 1 4 か所, 中数字)

千歳空港, 仙台空港, 千葉, 東京空港, 川崎, 清水, 名古屋空港, 四日市, 広島空港門司, 福岡空港,

長崎, 鹿児島, 那覇空港

※ 小数字 は出張所で全国約 80 か所

※関東地方の 3 検疫所は, 東京検疫所が地域を所管 し, 成 田空港検疫所は当該空港を, 横浜検疫所 は

横浜港 と検査 の ため の セ ン タ ー を所管するように役割分担されて い る .

関西の 3 検疫所も同様に, 大阪検疫所が地域を所管 し, 関西空港検疫所は当該空港を, 神戸検疫所

は神戸港とセ ン タ ー を所管 して い る .

a

♂

i
#

@ }
●. J

■ A

I

I

j

● 肺

図 1 全国 の 挨唾所の配置
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事情 により無線検疫を実施できない場合がある が
,
その 場合は検疫官が洋上又 は接岸した状況 で船舶

に乗り込んで検疫を行う ( 臨船検疫) .

入港予定船舶

(》

到着前 3 6 時間以内

.

b ･

､
.

.
.

⑤
/

･
′蒜

メ

入 港船舶

.
･
ノ

船舶代理店

② ③ ⑥ ⑦

検疫所

① 無線検疫通報 (以下の項目を含む計 1 4 項目)

○到着前 2 1 日間に寄港 した地名及びそ こを出港した月日)

○船舶を入 れようとする港名及び到着予定日時

○ねずみ族駆除に関する証明書の 発行機関及び発行年月日

○乗務員数及び乗客数

○到着前 2 1 日間における括弧に該当する患者の 有無

(発熱, 意識障害, 咳又は呼吸困難, 激 しい 下痢, 発熱を伴う黄痘等)

○到着前 2 1 日間における事故による以外の 死者の 有無

○到着前6 日間にお けるペ ス トにか か っ たねずみ族,
その 疑い の あるねずみ族 の発生の 有無等

○検疫感染症の病原体に汚染し又は汚染したおそれの ある貨物の有無

② 無線検疫通報電報 ( 写)

(診④無線検疫審査結果通知書
こ の 間疑義照会

,
通報内容の変更等あり.

⑤⑥乗組員名簿, 最終的な通知 ( 明告書) の 提出

⑦⑧検疫済証の 交付

図 2 船舶の検疫 (無線検疫)

各空港での 定期便の就航状況 は表 4 の とおりであ

り, 新潟空港及び富山空港で は中国 へ の直行便を

有 して い る . ま た, 韓国 ( ソ ウル) へ の 定期便が

それぞれ就航 して い る.
これら は S A R S の 伝播地

域 で は か ) が
, 航空交通 が

一 般 化 した現状で は
,

乗り継ぎと いう形で, 該当地域から感染者が入 国

して く る可能性も否定で きない . 他方船舶に関 し

て も, 中国, 台湾, ロ シ ア, シ ン ガポ
ー ル等 か らの

来航 が頻繁で あ る . こ の た め, 各出張所 も含め ,

世界保健機関 ( W H O) の 対策 , 厚生労働本省の

指示も踏まえ, 主に次の ような強化を図っ て い る .

1 . 検疫体制の強化

空港 の出入国区域 へ の 最新情報を含むポ ス タ ー

の掲示等

渡航延期勧告 ･

伝播確認地域の 周知, 健康状

態に異常がある入国者に対する申告の 徹底の

た めの呼びか け等

検疫に当た っ て の 人員の 増員



S A R S (重症急性呼吸器症候群) の現状と対策

到着前

到着後

航空模

｢

事前通報

航空梯

航空会社
プ璽 +
案航地, 便 名
到着時刻
病人 の 有無 等の 連絡

検疫所 における対応

ブ ー

ス 検疫

健康カ ー ド声己布
* 来航地に よ る

妻 匪]
岩岳義

海表意

健東相談室

相散 ･

診 察等

検査

図 3 航空機の検疫

検疫感染症疑 い
の ない 者

→ 検疫感染症患者等

(黄熱を除く)

表1 厚生労働省の 主な対応 ( 平成 15 年 5 月 19 日時点) (
一

部省略)

入 国

2 25

入 国

隔離 ･ 停留
(感染症指定医凍機関)

入 国

1 国民 ヘ の情報提供

厚生労働省の ホ ー ム ペ ー ジ ( h 仕p :/ Ⅵ w w . m h l w . g o .j p) ヘ の 情報掲載

S A R S に関する Q & A の 作成

保健所 ･ 都道府県等における電話相談の実施

2 中国等ヘ の 渡航に関する助言

地域により渡航の是非の 検討を促 し ,
不要不急の 旅行を延期する助言

3 検疫所における対応強化

香港 , 中国 ,
台湾から の航空機全て に つ い て , 横内で質問票の 配布を行うとともに全員

の 体温測定を含む健康状態や S A R S 患者と の 接触状況を確認

4 国内発生に備えた体制の整備

(1) 患者発生動向調査 ( サ ー ベ イ ラ ン ス) 休別 の整備

(2)

(3)

疫学及び臨床医学に係る 1 チ
ー ム 4 名指蜜の 専門家チ

ー

ム の 派遣体制の 整備

新感染症と して の 取り扱い

医療提供体制の 整備

国立国際医療セ ンタ ー

を特定感染症指
r

,i;L実額綬関に指定 (4 月 7 日)

陰庄室を備 えて い る病床の確保 (5 5 1 味,
)

(4) 危機管理の徹底

地方公共団体における行動計画の 策定

｢ 院内感染防止対策に係る管理指針 _

の 作或
,
公表

5 国際協力等の 推進

海外 へ の 医師の 派遣や診断
･ 治療方法等に関する研究 へ の協力
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表2 主な在韓 (検疫所 ヘ の指示事項及び関係事項)

日 付 事 項

3 月1 4 日 S A R S 発生地域 へ の 出入国者に対する情報提供の 実施の 指示

4 月 3 日

4 月 4 日

香港及び中国広東省へ の 不要不急の旅行延期勧告

( 外務省)

両地域か ら の 入国者 へ の質問票による健康状態の確認の指示

4 月 4 日 来航船舶に対する発熱
,
呼吸器症状の有無の 通報要請の 指示

4 月2 3 日

4 月2 9 日

北京
,
山西省等 へ の不要不急の旅行延期勧告

(外務省)

北京から の 入国者 へ の 質問票による健康状態の確認の 指示

4 月2 9 日

5 月 1 日

中国全土に対する渡航情報 ｢ 十分注意 してく ださい+ の 発出

(外務省)

中国全土の 入国者 へ の 質問票及び体温測定による健康状態の確認の 指示

5 月 7 日

5 月 7 日

5月 8 日

5 月1 6 日

中国
,
香港

,
台湾以外から の 来航航空機で ,

左3 地域か ら の乗り継ぎの乗客

の 搭乗率の 高い航空機の 乗客へ の 質問票による健康状態の 確認の 指示

中国
,
香港

,
台湾か ら の客船の乗員 , 乗客 へ の質問票及び体温測定による健

康状態の確認
,
並びに貨物船 の乗員 へ の 体温測定等による検疫の 強化の 指示

台北へ の不要不急の旅行延期勧告

(外務省)

日本 へ の 入 国者全てに対する健康カ ー ド配布の 指示

5月1 9 日

5 月2 2 日

5 月2 6 日

質問票の様式の 変更 ( 医療機関の 職歴 ,
S A R S 患者 へ の接触の有無等) 及び

該当者 へ の 国内連絡先の申告の指示

台北 へ の不要不急の旅行延期勧告を台湾全域に拡大

( 外務省)

全て の 入国者 へ の 休温測定の 実施の指示

表3 新潟検疫所が所管する検疫港及び検疫空港

検 疫 所 名 空 港 海 港

新潟検疫所本所 新潟空港 新潟港 ( 西港
,
東港)

直江津港

新潟検疫所伏木富山出張所※ 富山空港 伏木富山港 (伏木港
,
新湊港

,
富山港)

新潟検疫所金沢
･ 七尾出張所 ※ 小松空港 金沢港

七尾港

※各空港等にも出張所( 無人) があるが ,
こ こ で は職員が常在 して い る場所を記載した .

質問票の 記 入 ･ 回収 , 健康相談 , 体温測定 ,

健康 カ ー ド の 配 布 等, そ れ ぞ れ適 切 に

実施するため の人員の配置

富山空港, 小松空港に健康相談 の ため の 医師

の 確保

質問票の 回収, 体温測定の 実施

マ ス ク
, 手袋, ヘ ッ ドカ バ

ー

, ガ ウ ン, 消毒剤等

の十分な確保

所内対応訓練の 実施

本所, 出張所間の 情報の 提供
･ 交換, 資材 の提

供等の 連携の 強化



S A R S (重症急性呼吸器症候群) の現状と対策

表4 各空港の定期便就航状況

新潟空港 ロ シ ア ( ハ バ ロ フ ス ク ,
ウ ラ ジオ ス ト ク

,
イ ル ク ー ツ ク)

8 路線 中国 (上海 ･ 西安
,

ハ ル ビ ン)

韓国 ( ソ ウ ル)

米国 ( グ ア ム
,
ホ ノ ル ル)

富山空港 ロ シ ア ( ウ ラジオ ス ト ク)

3 路線 中国 ( 大連)

韓国 ( ソ ウ ル)

小松空港 韓国 ( ソ ウ ル)

2 路線 他国際貨物定期便あり

※ 特に中国便 , 韓国便は S A R S 関係で ,
現在 いずれも減便又 は運休

されてい る .

2
. S A R S に関する知識の普及

問い合わせ等 へ の対応

新潟県, 新潟県医師会, 新潟 県病院協会との 共

催によ る講演会の 開催

空港, 港湾関係者 に対する講演会の 開催

講演会等 へ の 当た っ て の講師派遣

3 . 地方公共団体等との連携の強化

患者移送に関する新潟県との 連携体制の 構築

新潟県, 新潟市, 新潟市民病院, 上越市等と の

連絡, 連携体制の 構築

空港及び海事官庁, 航空会社, 船舶代理店 との

連絡体制の整備及 び情報提供の 実施

現在の と こ ろ, 新潟検疫所管内の空港,
海港 で ,

S A R S 疑 い に該 当する者 は見 つ か っ て い な い が ,

今後と も全国的な検疫所 における対応の実際も考

慮 しつ つ , 対策を進めて いく こ とと して い る .

お わ り に

以上, 現在の S A R S に対する新潟検疫所の 対応

を概説した . S A R S と い う予期 で きな い 新た な感

染症 の 出現 はわが 国に と っ て も大 き な脅威 で あ

り, 感染症対策 の重要性を再認識させ るもの と な

っ た . 日々 この 感染症の 知見の 集積されつ つ ある

と こ ろであり, 新 たな情報 をもと に, 国民 の健康

を守る べ く適切な対応に努力 して い きたい と考え

て い る .
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著者注 : 本稿は平成 1 5 年 5 月 2 5 日時点 の 状況 を述 べ

たもの で あり, S A R S の検疫法上の 扱い 等は既

に異な っ て い る . 詳細は厚生労働省及び成田空

港検疫所の ホ
ー

ム ペ
ー ジ を参照された い .

司会 望月先生
,
どうもありが とうご ざい ま した . な

か な か こ う い う検疫業務を聞く機会がな か っ たわけで

あ ります. 新 た な検疫業務 , 特 に昔 と違 う 1 2 時間で世

界の どこ にでも行ける ,
例 えば ヨ ー ロ ッ パ

･

ア フ リ カど

こ へ でも行ける時代 に, 特に S A R S 流行と して新 しい 動

きがあ っ たわけであります.

ど な たか フ ロ ア か ら質問ござい ますで し ょうか. 特 に

ウ エ ス トナイ ル の場合に新たな加 える こ と っ て何か ご

ざ い ますで し ょうか .

望月 ウ エ ス トナイ ル 関係の対応ですか .

一

応 , 特 に

港湾に は非常に多く の蚊 が存在する こ とが分か っ て い

圭す . そ こ で まず蚊族の調査を充実させようとい うこ と

で . 従来新潟港中心の 調査を, 新潟空港や直江津港など,

か な り広げた範囲で対応する こと と して い ます. ま たも

う
一

つ は是非新潟市保健所と協力 し情報を共有 して い

く こ と とし て い ます. 今年はそうい う形で取り組んで い

く こ と に しております.

司会 は い ,
どうも先生ありが とうござい ました. そ

れ で;ま
‾

市民病院の 現状 と取りくみ+ で , 市民病院感染

症制御享長の金沢先生に お話 しをい た だき た い と思 い

ます. 先生, よ ろ しく お願い い た します . 先生は外科の

E
.?F
す

J で す. 今新潟県全体の S A R S に関する医療関係を 一

挙 .

'

= 引 き受けて おり
,
な か な か 大変だと思 っ てお りま

す.


